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平
成
24
年
度
の
行
政
区
長
と

各
種
団
体
等
の
代
表
者
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

第
１
回
区
長
会
が
４
月
６
日
、

村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、石
森
村
長
か
ら
11
名
の
各
行

政
区
長
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　

区
長
会
長
に
三
瓶 

力
さ
ん（
川

辺
）、副
会
長
に
野
本
政
雪
さ
ん

（
四
辻
新
田
）、社
会
教
育
委
員
に

　４月２日、役場正庁で玉川村消防団長辞令交付式が行われ、新
団長の車田信彦さん（小高）に石森村長から辞令書が交付されま
した。
　団長の任期は、４年間となっており、前団長の我妻德雄（山小
屋）さんは、任期満了により退団されました。
長い間、お疲れさまでした。

○青井沢上組長

○青井沢下組長

○河　平　組長

鈴木　美和

馬上　　徹

榊枝　忠光

6戸

８戸

９戸

区長:野本政雪

溝井利一

須田幸平

関根吉博消防分団長　
　塩田豊勝

副区長

老人クラブ会長

青年会長

四辻新田区 45戸

区長:関根良吉

榊枝徳夫

矢吹伸也

消防分団長　
　塩澤賢一

副区長

青年団長

北須釜区 128戸

区長:矢吹義人

石森弘徳

石森　勇

石森章浩消防分団長　
　石森洋幸

副区長

老人クラブ会長

青年団長

山小屋区 37戸

区長:金子好美

小山田金義

円谷房夫

塩澤寛也消防分団長　
　我妻伸一

副区長

老人クラブ会長

青年団長

南須釜区 257戸

区長:森　安隆

境田孝夫

森　清重

有賀智史消防分団長　
　須釜和芳

副区長

老人クラブ会長

青年団長

吉　区 67戸

決まりました
行政を結ぶ

玉川村消防団長に車田信彦さん

村長から辞令を受ける車田さん（右）

統監の観閲を受ける団員

選任書を手渡される大和田さん（左）



広報たまかわ　平成24年5月

3

滝
口
一
夫
さ
ん
（
竜
崎
）
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
に

は
、
矢
部
玄
信
さ
ん
（
川
辺
）
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
１
年
間
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
行
政
と
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役

と
し
て
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

区長:滝口一夫

仁井田光夫

湯澤英雄

消防分団長　
小林裕也

副区長

老人クラブ会長

竜崎区 177戸

区長:吉田金正

小針義信

大木　実

消防分団長　
小林幸正

副区長

老人クラブ会長

中　区 170戸

区長:大竹正光

藤田英生

大竹幸久

吉田直樹消防分団長　
　奥野堅一

副区長

老人クラブ会長

青年団長

岩法寺区 204戸

区長:車田幹夫

國井文雄

溝井貞光

消防分団長　
　関根浩司

副区長

老人クラブ会長

小高区 268戸

区長:曲山吉信

眞弓泰行

曲山敬三郎

消防分団長　
　佐藤匡成

副区長

老人クラブ会長

蒜生区 116戸

区長:三瓶　力

川崎聖幸

矢部玄信

消防分団長　
鈴木　隆

副区長

老人クラブ会長

川辺区 280戸

行政区役員が
平成24年度

地域のみなさんと

玉川村消防団本団　新体制（任期：4年）

関 根 和 美

訓
練
部
長

大 野 政 幸

訓
練
部
長

佐久間福男

副
団
長

円 谷 　 久

副
団
長

車 田 信 彦

団
長

統監の観閲を受ける団員

選任書を手渡される大和田さん（左）
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監
査
委
員
に

大
和
田
宏
さ
ん
を
選
任

　

玉
川
村
消
防
団
（
車
田
信
彦
団
長
）
の

平
成
24
年
度
春
季
検
閲
式
が
５
月
６
日
、

泉
中
学
校
校
庭
に
お
い
て
、
団
員
、
婦
人

消
防
隊
、
関
係
者
ら
約
３
０
０
人
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
統
監
（
石
森
村

長
）
に
よ
る
観
閲
、
通
常
点
検
で
は
各
団

員
が
整
然
と
し
た
隊
列
を
編
成
。
き
び
き

び
と
し
た
動
き
で
、
士
気
の
高
さ
を
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
消
防

活
動
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
を
称
え
る
日
本

消
防
協
会
表
彰
を
は
じ
め
、
退
職
団
員
へ

の
消
防
庁
長
官
表
彰
、
団
長
感
謝
状
の
贈

呈
も
行
わ
れ
、
車
田
団
長
か
ら
賞
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

村
監
査
委
員
に
大
和
田
宏

さ
ん
（
四
辻
新
田
）
が
４
月

４
日
付
け
で
選
任
さ
れ
、
４

月
24
日
に
選
任
書
の
交
付
式

が
村
長
室
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

民
生
委
員
に
小
針
敬
人
さ
ん

　

こ
の
た
び
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の

委
嘱
を
受
け
、
民
生
委
員
と
し
て
小

針
敬
人
さ
ん
（
北
須
釜
）
が
活
動
を

始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
は
、
生
活
全
般
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
、
子
育
て
の
悩
み
に
つ
い

て
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談

相
手
と
な
り
ま
す
。

　任期満了に伴う玉川村固定資産評価審査委員会委員に、車田文昭さん
(小高・再任)、矢部宗治さん（川辺・新任）、矢吹勇彌さん（北須釜・新
任）の３人の方が選任されました。

❖日本消防協会表彰
【精績章】 　佐久間福男（岩法寺）
❖消防庁長官表彰
【退職報償】　◆有賀和浩（蒜生）◆眞弓　誠（蒜生）◆関根和宏（南須釜）◆近内正浩（南須釜）
　　　　　　　◆大和田勝幸（吉）◆松山克則（山小屋）
❖団長感謝状
【退職団長】　◆我妻德雄（山小屋）
【退職隊長】　◆小針恵子（中）　
【退職分団長】◆小針金智（川辺）◆眞弓重夫（蒜生）◆高原裕之（小高）◆小針信之（中）
　　　　　　　◆佐久間勝夫（岩法寺）◆三吉勝也（竜崎）◆飯島常巳（南須釜）
　　　　　　　◆草野康弘（北須釜）◆矢吹春美（吉）◆石森博文（山小屋）

固定資産評価審査委員会委員３名を選任

平成24年度  玉川村消防団 春季検閲式

表　彰　受　賞　者

士
気
の
高
さ
を
披
露

［敬称略、（ ）内は住所］

車田文昭さん矢部宗治さん矢吹勇彌さん

小針敬人さん

統監の観閲を受ける団員統監の観閲を受ける団員統監の観閲を受ける団員

選任書を手渡される大和田さん（左）選任書を手渡される大和田さん（左）選任書を手渡される大和田さん（左）



5

広報たまかわ　平成24年5月

　

今
年
度
１
回
目
の
３
歳
児
健
診
が
、４
月
27
日
、村

保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

健
診
項
目
の
歯
科
検
診
の
結
果
、虫
歯
が
１
本
も

な
か
っ
た
10
名
の
お
と
も
だ
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
。【　

】は
保
護
者
と
地
区
名
）

小豆畑稟桜ちゃん
【宏和：南須釜】

奥野七緒ちゃん
【堅一：岩法寺】

熊田陽向くん
【伸也：岩法寺】

熊田　蒼くん
【伸也：岩法寺】

首藤葵衣ちゃん
【賢司：小高】

菅野暖高くん
【正則：蒜生】

北川千観音ちゃん
【浩：竜崎】

佐藤春太くん
【春男：吉】

佐久間日陽ちゃん
【純一：竜崎】

𠮷田加恋ちゃん
【孝志：中】

廃
棄
物
監
視
員
等
に

　

関
根
一
夫
さ
ん
を
再
任

　

４
月
16
日
、
福
島
県
産
業
廃
棄

物
不
法
投
棄
監
視
員
と
し
て
、
関

根
一
夫
さ
ん
（
小
高
）
が
県
よ
り

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
２
年
で
、
不
法
投
棄
を

監
視
す
る
地
域
の
目
と
し
て
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
村
の
一
般
廃
棄
物

不
法
投
棄
監
視
員
と
環
境
美
化
推

進
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

震災がれきの搬入について

食品等の放射性物質簡易検査

事前の電話予約が必要です

　たまかわ文化体育館南側ロータリー付近仮置き場で
は、震災がれきの搬入受入を行っています。
　搬入する際は、きちんと分別し搬入をお願いします。

○受入曜日　金曜日と土曜日の週２日
○受入時間　午前９時から午後５時まで
○受入品目　瓦、大谷石、ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ、ﾀｲﾙ、土壁の
　　　　　　土、木材（竹材含む）、ﾄﾀﾝ、ｶﾞﾗｽ、ｻｯｼ

▼問い合わせ先　役場住民税務課　☎５７－４６２４

　村では、村民の皆さんに食品及び農産
物等に対する放射性物質の不安を解消
し、食品等の安心安全を確保するため、
分析機器（４台）を導入し、簡易測定検
査を実施しています。（検査は無料で
す。）

■申込み方法等
　検査は、２カ所（役場北庁舎１階検査
室、JAあぶくま石川須釜店）で実施して
います。ご希望の検査場所への予約電話
が必要です。
■検査場所・予約電話番号
　・役場北庁舎１階検査室
　　☎５７－４６２４（住民税務課）
　・JAあぶくま石川須釜店
　　☎５７－３１３５（JA須釜店）　
※土壌・堆肥は、役場北庁舎検査室での
み実施しています。
　検査対象品目や検査品の持ち込み方法
等詳しくは、電話予約の際にご確認くだ
さい。

統監の観閲を受ける団員

選任書を手渡される大和田さん（左）

関根一夫さん

ぼ
く
も
！

わ
た
し
も
！

虫
歯
が
な
い
よ

しゅんた

こ　はる

か　れん ち　か　ね あおい ひゅうが

はるたか な　お

あお　い り　お
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従五位の伝達を受ける故小針千代之助さんの長男　義信さん（右）

　今年２月に逝去された故・小針千代之助さん（享年
85歳）に対する叙位の伝達式が４月19日、役場正庁
で行われ、熊本県中地方振興局長からご家族の義信さ
んに位記が伝達されました。
　小針さんは、昭和46年からの16年間、玉川村長と
して、福島空港の誘致をはじめ、農業の合理化、大規
模化を図る土地改良事業に尽力するなど、村政発展に
大きく貢献されました。
　また、その功績が認められ平成19年には旭日小綬
章を受章されています。　

故　小針千代之助さんに叙位
叙位伝達式

村長から祝い金を交付された３名の皆さん

　新生児祝い金交付式が４月11日、役場正庁で行わ
れました。
　当日は、該当者５名のうち出席された３名の皆さん
に石森村長から祝い金が贈られました。
　村では、第３子以降のお子さん誕生から祝い金を交
付しており、第３子が10万円、第４子からは20万円
が交付されます。
　今回の該当者は、第３子が４名。第４子が１名でし
た。

健やかな成長を願って
新生児誕生祝い金を交付

TAMAKAWATAMAKAWATAMAKAWA

　

毎
年
村
内
の
各
学
校
に
横
断
旗
を
寄
贈

し
て
い
る
南
須
釜
出
身
で
郡
山
市
の
新
聞

販
売
店
経
営
宗
形
浩
さ
ん
が
、
今
年
も
横

断
旗
を
各
学
校
へ
贈
り
ま
し
た
。

　

４
月
12
日
、
村
教
育
委
員
会
を
訪
れ
た

宗
形
さ
ん
は
「
ふ
る
さ
と
の
子
ど
も
達
の

交
通
事
故
防
止
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」

と
冨
岡
教
育
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

贈
ら
れ
た
横
断
旗
１
５
０
本
と
桜
の
苗

木
５
本
は
、
各
学
校
に
届
け
ら
れ
、
児
童

の
登
下
校
を
は
じ
め
交
通
安
全
活
動
の
際

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

児
童
の
交
通
安
全
に
一
役

宗
形
さ
ん
横
断
旗
寄
贈冨岡教育長に横断旗を手渡す宗形さん（左）

　

４
月
11
日
、
玉
川
村
農
業
経
営
改
善
計

画
認
定
書
交
付
式
が
役
場
正
庁
で
行
わ

れ
、
石
森
村
長
か
ら
認
定
書
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
認
定
さ
れ
た
の
は
、
大
竹
與
吉
さ

ん
（
岩
法
寺
）
、
石
森
正
人
さ
ん
（
山
小

屋
）
、
石
森
フ
ミ
さ
ん
（
山
小
屋
）
の
３

人
で
す
。

　

認
定
農
業
者
制
度
は
、
経
営
改
善
を
図

ろ
う
と
す
る
農
業
者
が
作
成
し
た
「
農
業

経
営
改
善
計
画
」
を
、
市
町
村
が
認
定
す

る
仕
組
み
で
す
。
今
後
と
も
、
地
域
農
業

の
担
い
手
と
し
て
、
ま
す
ま
す
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

意
欲
を
持
っ
た
農
業
者
を
応
援

農
業
経
営
改
善
計
画
認
定
書
交
付
式認定書を受け取る石森フミさん（左）

TAMAKAWA
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吉地内の村道沿いで散布作業を行う会員

　玉川村内の建設業６社でつくる玉川村建設協力会
（岩谷幸雄会長）が、平成24年度の「玉川村花いっ
ぱい運動」（参加37団体）の事前準備として、村内
の各植栽箇所で除草剤の散布作業を行いました。
　この作業は、建設協力会が毎年ボランティアで行っ
ています。花いっぱい運動は、多くのボランティアの
皆さんの協力のもと、毎年、村内は綺麗な花で彩ら
れ、ドライバーや村内を訪れる人々の心を和ませてい
ます。

除草剤散布をボランティアで実施
玉川村建設協力会

記念事業の目録を手渡す車田会長（左）

　４月15日、玉川ライオンズクラブ（車田信彦会
長）の結成20周年記念式典がマーヴェラス末広で開
催されました。
　式典には、同クラブの会員をはじめ、ブラザークラ
ブ、来賓など140名が出席し、記念の節目を祝いまし
た。
　式典の席上、記念事業として、村民グランドの管理
棟へ掛け時計が寄贈され、石森村長へ目録が手渡され
ました。

盛大に結成２０周年を祝う
玉川ライオンズクラブ結成20周年記念式典

TAMAKAWA
　

４
月
７
日
、
８
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
、
玉
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
20
周

年
を
記
念
し
、
同
ク
ラ
ブ
杯
中
学
野
球
大

会
が
、
村
民
グ
ラ
ン
ド
を
は
じ
め
、
泉
中

グ
ラ
ン
ド
、
須
釜
中
グ
ラ
ン
ド
の
３
会
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
須
釜
中
野
球
部
の
相
樂

隼
人
主
将
が
選
手
宣
誓
を
行
い
、
大
会
の

健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。

　

近
隣
の
16
チ
ー
ム
が
好
試
合
を
展
開

し
、
選
手
た
ち
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ

ー
に
観
客
の
声
援
に
も
力
が
入
っ
て
い
ま

し
た
。

元
気
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー

玉
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯
中
学
野
球
大
会選手宣誓をする須釜中野球部の相樂主将

　

４
月
１
日
、
い
わ
き
市
総
合
体
育
館
で

開
催
さ
れ
た
、
2
0
1
2
ふ
く
し
ま
震
災

復
興
極
真
空
手
道
選
手
権
大
会

i
n
I
W
A
K
I
（
第
17
回
福
島
県
極
真

空
手
道
選
手
権
大
会
）
に
お
い
て
、
玉
川

道
場
か
ら
出
場
し
た
増
子
遥
菜
さ
ん
（
南

須
釜
）
が
小
学
１
年
女
子
部
で
優
勝
、
増

子
夏
穂
さ
ん
（
南
須
釜
）
が
小
学
４
年
女

子
の
部
で
準
優
勝
、
桐
生
太
陽
さ
ん
（
小

高
）
が
小
学
４
年
男
子
の
部
で
第
３
位
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
県
内
外
か
ら
２
５
０
人
が

出
場
し
、
日
頃
の
練
習
の
技
を
競
い
ま
し

た
。 増

子
遥
菜
さ
ん
初
優
勝
！

第
17
回
福
島
県
極
真
空
手
道
選
手
権
大
会左から増子夏穂さん、増子遥菜さん、桐生太陽さん

TAMAKAWATAMAKAWATAMAKAWA
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ど
か
雪
が
根
雪
と
な
り
し
月
半
ば
割
れ
目
に
見
ゆ
る
大
犬
ふ
ぐ
り

頑
張
れ
と
リ
ハ
ビ
リ
に
ゆ
く
を
励
し
て
今
朝
も
送
り
来
夫
の
声
は

音
信
の
途
絶
え
し
人
を
夢
に
見
て
ど
う
し
て
い
る
か
と
思
う
も
し
き
り

春
の
日
に
暫
く
振
り
の
友
に
逢
う
変
わ
ら
ぬ
笑
顔
に
心
和
み
ぬ

除
染
し
て
住
む
と
う
避
難
の
人
た
ち
に
輝
き
始
む
希
望
の
光

娘
か
ら
喜
寿
の
祝
い
と
添
え
書
き
し
送
ら
れ
て
来
ぬ
フ
ラ
ン
ス
ペ
ッ
ト
を

古
里
の
藪
に
囲
ま
れ
ひ
そ
と
た
つ
蝋
梅
な
れ
ど
花
香
は
匂
う

踏
み
ゆ
く
も
少
し
躊
躇
う
宝
石
の
如
く
光
れ
る
今
朝
の
霜
柱

震
災
の
瓦
礫
の
山
に
日
の
差
し
て
頑
張
れ
と
い
う
光
り
を
返
す

漸
く
に
腰
を
上
げ
た
か
防
衛
に
配
備
す
日
本
の
イ
ー
ジ
ス
艦
を

短

歌

詠

草

集

吉
田
ハ
ツ
子

小
針　

ミ
サ

草
野
ケ
サ
子

大
木　

淑
子

芳
賀
多
美
子

小
豆
畑
茂
登

小
木
紀
恵
子

板
橋　

幸
恵

須
藤　

洋
子

一

平

子

喇
叭
呑
み
覚
へ
し
子
等
の
し
ゃ
ぼ
ん
玉

移

し

世

に

城

趾

の

桜

変

ら

ざ

る

観

音

寺

風

に

し

た

が

う

糸

桜

い
に

し

え

の

思

い

巡

り

し

桜

咲

く

城

守

る

ご

と

き

桜

の

大

樹

か

な

老

木

の

花

で

飾

る

る

大

手

門

春

蘭

や

背

戸

に

溢

る

る

山

の

嵐

仁
由
記

真
知

今
朝公

美
枝

仁
美

さ
る
な
し
俳
句
会
四
月
句
会
吟
詠

シリーズ；心の健康⑥

✿５月病の症状とは…✿

○心の相談ダイヤル：役場健康福祉課（☎57-4623）、県中保健福祉事務所（☎0248-75-7811）

　５月病でよく見られる症状には、「抑うつ気分」「考えがまとまらない、浮かばない」「不安」「焦
り」「寝起きが悪くなる」「食欲がない」「疲れやすい」などがあります。
　5月病は「うつ病」に似た症状が出ますが、うつ病ではありません。新しい環境や生活に適応でき
ず、「何とかして適応しなくては！」と焦りと頑張りが空回りし、一時的に強いストレス状態に陥って
いると考えられています。症状が長引き重症化すると、そのままうつ病になってしまうこともある
ので、次に掲げる「5月病にならないための10カ条」を参考にしてみて下さい。

ら
っ
ぱ

シリーズ；心の健康

状とは…✿
られる症状には、「抑うつ気分」「考えがまとまらない、浮かばない」「不安」

」 食欲が 」 疲 」 どが

5月病を予防しよう!!

5月病にならないための10カ条
その１：「○○せねば！」の完璧主義をやめる
その２：焦らない
その３：１人で悩まない
その４：自分を知る（ストレスの原因を知る）
その５：規則正しい生活をする
その６：食生活に気をつける（気をつかう）
その７：睡眠を十分にとる
その８：気分転換する
その９：自分の時間を確保する
その10：不必要なプライドを捨てる

統監の観閲を受ける団員

選任書を手渡される大和田さん（左）
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○総　務　課
　　５７－４６２１
○住民税務課
　　５７－４６２２
　　５７－４６２４
○健康福祉課
　　５７－４６２３
○保健センター
　　３７－１０２４
○会　計　室
　　５７－４６２５
○地域整備課
　　５７－４６２６
　　５７－４６３１
○企画産業課
　　５７－４６２７
　　５７－４６２９
○農業委員会
　　５７－４６２８
○議会事務局
　　５７－４６３０
○教育委員会
　　５７－４６３３
○公　民　館
　（文化体育館）
　　５７－４６３２
○須 釜 支 所
　　５７－２０６１

お
知
ら
せ「

特
設
人
権
相
談
所
」
の

　
　
　
　

開
設
に
つ
い
て

　

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
で
す
。
人
権
擁
護
委
員
は
、

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
地

域
の
皆
さ
ん
が
人
権
に
つ
い
て
関

心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
大
切

さ
に
つ
い
て
広
め
る
と
同
時
に
、

人
権
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
に
様
々
な
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
の
行
事

と
し
て
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
困
り
ご

と
や
悩
み
ご
と
な
ど
が
あ
る
方
は

こ
の
機
会
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。　

▼
日
時
及
び
場
所
と
時
間

　

６
月
１
日
（
金
）

　
・
午
前
10
時
〜
正
午

　
　

村
役
場
北
庁
舎
１
階
会
議
室

　
・
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
　

玉
川
村
須
釜
公
民
館
１
階

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
住
民
税
務
課

　

☎
５
７
│
４
６
２
４

原
子
力
損
害
賠
償
に
係
る

法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

　

福
島
県
で
は
、
福
島
県
弁
護
士

会
と
連
携
し
、
弁
護
士
に
よ
る
原

子
力
損
害
の
賠
償
等
に
関
す
る
法

律
相
談
を
県
内
10
の
会
場
を
巡
回

し
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
相
談
料

は
無
料
で
す
の
で
、
損
害
賠
償
請

求
手
続
き
に
お
け
る
不
明
な
点
な

ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
予
約
制
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
及
び
相
談
会
場

・
郡
山
会
場　

５
月
30
日（
水
）
、

６
月
６
日（
水
）
、
６
月
13
日（
水
）、

６
月
20
日（
水
）

　

・
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
50
分

　

・
郡
山
合
同
庁
舎
第
５
会
議
室

　

（
郡
山
市
麓
山
1
│
1
│
1
）

 

※
他
の
相
談
会
場
の
日
程
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

原
子
力
損
害
の
賠
償
等
に
関
す
る

　

問
い
合
わ
せ
窓
口
（
福
島
県
）

　

☎
０
２
４
│
５
２
３
│
１
５
０
１

▼
予
約
受
付
時
間

　

平
日
の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午

後
８
時
ま
で

放
送
大
学
10
月
生
募
集
の

お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
24
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
の
学
生
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
で
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
授
業
を
行

う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
。
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目

か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科

目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を

お
持
ち
の
方
な
ら
、
学
力
試
験
は

な
く
、
全
科
履
修
生
と
し
て
入
学

で
き
、
４
年
以
上
在
学
し
て
124
単

位
以
上
を
修
得
し
、
卒
業
す
る
と
、

学
士
（
教
養
）
の
学
位
を
取
得
で

き
ま
す
。

○
ひ
と
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学

び
た
い
方
に
は
、「
放
送
大
学
エ
キ

ス
パ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　

８
月
31
日
（
金
）
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
2
4
│
9
2
1
│
7
4
7
1

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.sc.ouj.ac.jp/

center/fukushim
a/

玉川村消防団春季検閲式（５月６日）より

Information
統監の観閲を受ける団員

選任書を手渡される大和田さん（左）
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いわき石川青年会議所「交通安全教室」（５月７日）より

年金

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

郡
山
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４
│
９
３
２
│
３
４
３
４

　

玉
川
村
住
民
税
務
課

　

☎
５
７
│
４
６
２
４

　

退
職
後
に
厚
生
年
金
保
険
の

適
用
事
業
所
に
再
就
職
す
る
場

合
は
、
引
き
続
き
厚
生
年
金
保

険
に
加
入
し
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
以
外
の
60
歳
未
満
の
人

は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
た

め
の
手
続
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
退
職
し
た
人
に
扶

養
さ
れ
て
い
た
60
歳
未
満
の
配

偶
者
（
夫
・
妻
）
に
つ
い
て

も
、
同
様
に
国
民
年
金
の
手
続

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

60
歳
未
満
で
、
自
営
業
者
お

よ
び
そ
の
配
偶
者
な
ど
（
厚
生

年
金
保
険
や
共
済
年
金
に
加
入

す
る
人
や
そ
の
被
扶
養
配
偶
者

以
外
の
人
）
と
な
る
場
合
に

は
、
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保

険
者
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
に
は
、
役
場
住
民

税
務
課
の
窓
口
で
国
民
年
金
の

第
一
号
被
保
険
者
と
な
る
た
め

の
手
続
が
必
要
で
す
。
こ
の
手

続
に
は
、
年
金
手
帳
ま
た
は
基

礎
年
金
番
号
通
知
書
を
添
付
し

て
、
「
国
民
年
金
第
一
号
被
保

険
者
資
格
取
得
届
」
を
提
出
し

ま
す
。

　

提
出
期
限
は
退

職
日
の
翌
日
か
ら

14
日
以
内
で
、
本

●
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

人
ま
た
は
世
帯
主
が
提
出
し
ま

す
。

　

第
一
号
被
保
険
者
の
保
険
料

は
月
額
１
万
４
９
８
０
円
（
平

成
24
年
度
）
で
す
。

　

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
あ
ら

か
じ
め
一
定
期
間
分
（
原
則
と

し
て
半
年
ま
た
は
一
年
間
）
の

保
険
料
を
一
括
し
て
納
付
す
る

と
保
険
料
が
割
引
に
な
る
前
納

制
度
や
、
口
座
振
替
で
納
付
す

る
と
保
険
料
が
割
引
に
な
る
制

度
（
早
割
制
度
）
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
と
き
は
、
保
険
料
の
免

除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合

な
ど
に
加
入
し
て
い
る
被
保
険

者
（
65
歳
以
上
70
歳
未
満
で
老

齢
ま
た
は
退
職
を
理
由
と
す
る

年
金
の
受
給
権
を
有
す
る
人
は

除
く
）
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
配
偶
者

は
、
国
民
年
金
の
第
三
号
被
保

険
者
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
に
は
、
配
偶
者
の

勤
務
し
て
い
る
事
業
所
を
管
轄

す
る
年
金
事
務
所
に
、
「
国
民

年
金
第
三
号
被
保
険
者
（
資
格

取
得
・
種
別
変
更
・
種
別
確
認

（
三
号
該
当
）
、
資
格
喪
失
・

死
亡
、
氏
名
・
生
年
月
日
・
性

別
変
更
（
訂
正
）
届
」
を
提
出

し
ま
す
。
こ
の
届
書
に
は
、
収

入
確
認
の
た
め
の
書
類
と
年
金

手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
を
添
付
し
ま
す
。

　

収
入
確
認
の
た
め
の
書
類
と

は
、
非
課
税
証
明
書
な
ど
で
、

控
除
対
象
配
偶
者
と
な
っ
て
い

る
人
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
の

証
明
に
よ
り
収
入
確
認
の
た
め

の
書
類
の
添
付
を
省
略
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
年
金
手
帳
ま
た
は
基

礎
年
金
番
号
通
知
書
は
、
事
業

主
が
届
書
に
基
礎
年
金
番
号
や

氏
名
が
正
し
く
記
入
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
れ
ば
年
金
事

務
所
へ
の
添
付
を
省
略
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
氏
名
変
更
を
伴

う
第
三
号
被
保
険
者
の
届
出
は

年
金
手
帳
の
添
付
が
必
要
で

す
。

　

届
書
の
提
出
期
限
は
、
被
扶

養
者
に
該
当
し
た
日
か
ら
14
日

以
内
で
、
事
業
主
（
健
康
保
険

組
合
の
場
合
は
組
合
）
経
由
で

提
出
し
ま
す
。

　

第
三
号
被
保
険
者
の
保
険
料

は
、
配
偶
者
が
加
入
し
て
い
る

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
な

ど
か
ら
拠
出
さ
れ
ま
す
の
で
、

個
別
に
保
険
料
を
負
担
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

退
職
後
の
国
民
年
金
の
手
続
に
つ
い
て

退
職
後
の
国
民
年
金
の
手
続
に
つ
い
て

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保

険
者
と
な
る
場
合

国
民
年
金
の
第
三
号
被
保

険
者
と
な
る
場
合

　

平
成
24
年
度
の
労
働
保
険
年
度
更
新

申
告
期
限
は
７
月
10
日（
火
）ま
で

で
す
。

　

期
限
ま
で
に
、
最
寄
り
の
銀
行
、
郵

便
局
、
労
働
基
準
監
督
署
、
福
島
労
働

局
に
お
い
て
手
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
田
村
市
・
南
相
馬
市
・
川

俣
町
・
広
野
町
・
楢
葉
町
・
富
岡
町
・

川
内
村
・
大
熊
町
・
双
葉
町
・
浪
江

町
・
葛
尾
村
・
飯
舘
村
の
事
業
場
に
つ

き
ま
し
て
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
期
限
が
延

長
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
労
働
局 

総
務
部 

労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
２
４
│
５
３
６
│
４
６
０
７

統監の観閲を受ける団員

選任書を手渡される大和田さん（左）

宝くじの収益金は、市町村の明るく
住みよいまちづくりなどのために使
われています。
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空港公園事業「鯉のぼりづくり」（４月２５日）より

お誕生おめでとうございます
（４月届出分）

地区名 出生児氏名 保護者名

5月１日現在の村のようす （前月比）

2 , 0 5 7  戸
7 , 0 8 5  人
3 , 5 2 0  人
3 , 5 6 5  人

（＋1 5 戸 ）
（＋1 8 人 ）
（＋ 7 人 ）
（＋1 1 人 ）

世帯数
人　口
　男
　女

小　高　　　添　田　陽　斗　　  昇　一
　〃　　　　矢　吹　日奈理　　  彰　浩
南須釜　　　眞野目　柚　莉　　  翔　悟

ヒナ　　ト

ヒ　ナ　リ

ユ　ウ　リ

　最近、全国的に高齢者の孤独死が問題になって
います。
　これは、都会だけのできごとと思いがちです
が、玉川村でも例外ではありません。孤独死の一
歩手前で発見され、救急車で搬送されたケースも
何人かおります。

　村では、１人暮らし高齢者へ「緊急通報装置の
設置」や村地域包括支援センター職員の訪問など
の対策を講じています。しかしながら、行政だけ
の対応では限界があります。
　孤独死を防ぐ一番のカギは、地域の横のつなが
りだと言われています。
　いつも外を歩いていた高齢者の姿が、最近見ら
れない、元気がない・・・など、気がついたこと
があれば、せひ訪問して声をかけてください。
　あなたのひと声で助けることができるかも知れ
ません。
　また、情報をいただければ、村地域包括支援セ
ンター職員や保健師などの専門家が訪問し、状況
を確認することもできます。
　“一人暮らしでないから大丈夫”とは限りませ
んので不安がある際には、関係機関へ連絡をして
ください。

▼連絡先
○玉川村地域包括支援センター　☎５７－４６２０
○玉川村保健センター　　　　　☎３７－１０２４
○玉川村役場健康福祉課　　　 ☎５７－4623

　地域のつながりが見直されている今、
玉川村も地域ぐるみの見守り体制を整え、
寂しい孤独死を防いでいきましょう。

　村では、11月18日（日）に開催される「第24
回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会（ふくし
ま駅伝）」に出場する「玉川村」チームの選手
を募集しています。
■応募資格
　中学生以上の村民の方はもちろん、
　村内の中学校卒業者の方も可能です。
■募集期限　５月３１日（木）

▼応募方法など詳しくは、村公民館
（☎５７－４６３２）へお問い合わせください。

ふくしま駅伝出場選手（候補者）募集！

おくやみ申し上げます
地区名 死　亡　者 世帯主名

川　辺　　　小　針　礼　子　　  ヨ　シ
　〃　　　　圓　谷　善　一　　  善　一
　中　　　　小　針　哲　夫　　  仁　一
岩法寺　　　草　野　代　道　　  代　道
北須釜　　　瀬　谷　貞　安　　  武　寿

（４月届出分）

　次の方々から社会福祉活動資金として寄付を
いただきました。厚く御礼申し上げます。

（村社会福祉協議会：4月届出分）
川 辺
　 〃 　
　 中 　
岩 法 寺
南 須 釜
北 須 釜

小 針 晋 一
圓　谷　善一郎
小 針 仁 一
草 野 国 代
小山田　直　美
瀬 谷 武 義

様
様
様
様
様
様

寄付ありがとうございます

※広報たまかわ４月号の10ページ記事中、第20回歌川杯剣道大
会小学生の部優勝は「安田孝太さん」の誤りでした。関係者
の皆様にお詫びし、訂正いたします。

高齢者の
孤独死を防ぎましょう!

統監の観閲を受ける団員

選任書を手渡される大和田さん（左）




